






要約:小児急性リンパ性白血病長期生存症例 57 例(5 施設)について昨年度本研究班で報告

したゲスト・バッテリーを用いて発達神経心理学的検討を行った。本バッテリーの施設問

の検査結果の一致度は高く、多施設共同研究に用いることができた。発達神経学的検討の

結果は知能指数特に動作性 1Qの低下傾向があり、低年齢発症者にその傾向は強かった。微

細運動機能と運動持続の検査では運動機能の未成熟さを示す例があった.総合判定では境

界～異常例が 1/3 程みられ、原因因子も検討した. 


